
水
処
理
／
土
壌
汚
染
対
策

　
水
資
源
の
不
足
や
水
質
汚
染
が
問
題
と
な
る
中
、
限
り
あ
る
資
源
の
有
効
利
用
と
水

環
境
の
保
全
の
た
め
に
、
工
業
排
水
や
下
水
の
処
理
・
再
生
技
術
が
重
要
度
を
増
し
て

い
る
。
水
を
浄
化
す
る
膜
技
術
で
は
日
本
が
世
界
的
に
も
優
位
に
あ
り
、
ま
た
水
イ
ン

フ
ラ
の
海
外
展
開
も
期
待
さ
れ
る
。
同
時
に
、
国
内
の
改
築
、
更
新
需
要
に
お
い
て
も

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
高
効
率
な
高
度
処
理
技
術
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
０
３
年
に
施
行
さ
れ
た
土
壌
汚
染
対
策
法

土
対
法

は
事
業
所
廃
止
時
の
調

査
を
義
務
づ
け
、
指
定
基
準
を
超
え
る
有
害
物
質
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
指
定
区
域

と
し
て
対
策
を
求
め
る
。

年
施
行
の
改
正
土
対
法
で
は
対
象
拡
大
と
と
も
に
、
汚
染

拡
散
防
止
の
観
点
か
ら
監
視
機
能
が
強
化
さ
れ
た
。

膜技術で高効率処理

植
物
・
微
生
物
の
力
活
用

栄養塩液を空気とともに供給する　
バイオスパージング工法の注入井戸

土壌汚染対策ゼネコン追求

沈
殿
槽
不
要
狭
小
地
に
対
応
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特
殊
ス
リ
ッ
ト

加
工
し
た
打
設

鋼
管
の
先
端
部

▲

水
質
の
高
さ
注
目

　
日
本
の
下
水
道
で
は
多
く

の
処
理
施
設
で
「
活
性
汚
泥

法
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

活
性
汚
泥
法
は
活
性
汚
泥
を

用
い
て
有
機
物
を
処
理
す
る

も
の
で
、
実
績
の
あ
る
確
立

さ
れ
た
生
物
処
理
方
法
だ
。

　
下
水
処
理
の
技
術
開
発
や

新
技
術
の
導
入
を
行
っ
て
い

る
日
本
下
水
道
事
業
団

Ｊ

Ｓ

で
は
、
水
再
生
シ
ス
テ

ム
技
術
と
し
て
「
膜
分
離
活

性
汚
泥
法

Ｍ
Ｂ
Ｒ

」
の

体
系
化
に
注
力
す
る
。
Ｍ
Ｂ

Ｒ
は
生
物
処
理
と
膜
濾
過
を

組
み
合
わ
せ
た
活
性
汚
泥
法

で
、
処
理
水
質
の
高
さ
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
。
活
性

汚
泥
法
で
使
用
す
る
沈
殿
槽

が
不
要
な
た
め
コ
ン
パ
ク
ト

で
、
狭
小
地
や
敷
地
を
拡
大

で
き
な
い
下
水
処
理
施
設
で

も
処
理
能
力
を
高
め
る
更
新

が
可
能
と
な
る
。

　
将
来
、
わ
が
国
で
予
測
さ

れ
る
人
口
減
少
社
会
に
向
け

大
規
模
な
下
水
処
理
施
設
の

新
設
は
望
ま
れ
な
い
。
し
か

し
、
今
後
し
ば
ら
く
必
要
な

処
理
能
力
増
強
に
向
け
、
高

度
経
済
成
長
期
に
作
ら
れ
た

施
設
の
改
築
や
設
備
更
新
に

は
、
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
よ
う
な
コ
ン

パ
ク
ト
で
処
理
能
力
の
高
い

シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
る
。

　
下
水
処
理
場
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
約
半
分
は
水

処
理
設
備
の
電
力
で
、
地
方

公
共
団
体
に
は
負
担
と
な

る
。
Ｊ
Ｓ
で
は
高
効
率
な
処

理
で
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
た

め
、
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
消
費
電
力
を

削
減
す
る
た
め
の
技
術
開
発

や
、
水
質
セ
ン
サ
ー
を
用
い

た
自
動
制
御
技
術
の
開
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

工
場
排
水
も
対
応

　
Ｍ
Ｂ
Ｒ
は
工
場
排
水
の
放

流
規
制
対
策
や
水
回
収
・
再

利
用
に
も
適
し
た
良
好
な
水

質
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
工
場
排
水
は
工
場
に
よ

っ
て
特
性
が
変
わ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
合
わ
せ

た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要

に
な
る
。

　
オ
ル
ガ
ノ
は
油
脂
を
多
く

含
み
有
機
物
負
荷
の
高
い
食

品
系
工
場
に
も
Ｍ
Ｂ
Ｒ
シ
ス

テ
ム
を
提
案
す
る
。
こ
れ
ま

で
に
４
０
０
件
以
上
の
納
入

実
績
を
誇
る
生
物
膜
処
理
装

置
と
Ｍ
Ｂ
Ｒ
を
組
み
合
わ
せ

た
シ
ス
テ
ム
も
独
自
に
提

案
。
負
荷
変
動
に
強
い
安
定

処
理
と
汚
泥
発
生
量
の
削
減

を
実
現
で
き
、
高
付
加
運
転

で
省
ス
ペ
ー
ス
化
も
図
れ

る
。
ま
た
、
同
社
従
来
装
置

の
好
気
性
生
物
処
理
と
比
べ

処
理
速
度
を

倍
以
上
に
高

め
た
嫌
気
処
理
装
置
も
投

入
。
発
電
設
備
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
メ
タ
ン
ガ
ス

を
活
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
も
可
能
と
な
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
で

は
、
食
品
工
場
や
下
水
処
理

場
で
発
生
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス

を
使
っ
て
燃
料
電
池
で
発
電

し
た
電
力
も
対
象
と
な
る
。

燃
料
電
池
の
電
力
を
下
水
処

理
施
設
の
運
転
に
使
う
自
治

体
は
増
え
て
い
る
が
、
２
０

１
５
年
か
ら
売
電
を
開
始
予

定
の
自
治
体
も
出
て
き
た
。

そ
の
他
、
下
水
熱
を
利
用
し

た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
空
調
技
術

の
開
発
や
汚
泥
を
資
源
と
し

て
活
用
す
る
動
き
も
進
ん
で

い
る
。年

に

兆
円

　
経
済
産
業
省
に
よ
れ
ば
、

世
界
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
全

体
で
は

年
に

兆
円

年
は

兆
円

に
拡
大
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
中
で

も
市
場
規
模
の
大
き
な
上
下

水
道
分
野
は

年
に

兆
円

同

兆
円

ま
で
増
え
る

ほ
か
、
工
業
用
水
・
工
業
下

水
や
海
水
淡
水
化
な
ど
の
分

野
も
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
国
際
標
準
化
機
構

Ｉ

Ｓ
Ｏ

の
水
再
利
用
に
関
す

る
規
格
づ
く
り
で
は
日
本
と

中
国
が
共
同
幹
事
国
を
務
め

て
お
り
、
日
本
が
国
際
規
格

づ
く
り
を
主
導
し
、
企
業
の

国
際
競
争
力
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
。

区
域
指
定
に

件

　
環
境
省
は
毎
年
、
都
道
府

県
と
政
令
市
を
対
象
に
、
土

対
法
に
基
づ
く
土
壌
汚
染
の

調
査
・
対
策
な
ど
に
つ
い
て

実
施
状
況
を
調
べ
て
い
る
。

そ
の
内
容
を
ま
と
め
た

年

度
「
土
壌
汚
染
対
策
法
の
施

行
状
況
お
よ
び
土
壌
汚
染
調

査
・
対
策
事
例
等
に
関
す
る

調
査
結
果
」

年
３
月
公

表

に
よ
る
と
、

年
度
中

に
土
対
法
に
基
づ
い
て
報
告

さ
れ
た
土
壌
汚
染
状
況
調
査

の
結
果
は
６
８
９
件
で
、
そ

の
う
ち
基
準
を
超
過
し
て
区

域
指
定
を
受
け
た
の
は
４
６

６
件
だ
っ
た
。

　
土
壌
汚
染
対
策
で
活
発
な

動
き
を
み
せ
る
の
は
ゼ
ネ
コ

ン
。
建
設
需
要
を
取
り
込
む

た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
な

る
。
改
正
土
対
法
の
施
行
で

実
質
的
に
掘
削
除
去
が
難
し

く
な
り
、
現
場
で
汚
染
物
質

を
浄
化
す
る
オ
ン
サ
イ
ト
の

化
学
処
理
や
生
物
の
働
き
を

利
用
す
る
原
位
置

非
掘

削

浄
化
が
対
策
の
主
流
。

特
に
環
境
へ
の
配
慮
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
薬
剤

を
使
わ
ず
生
物
の
働
き
で
浄

化
す
る
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
手
法
に
は
植
物
の

成
長
を
利
用
す
る
フ
ァ
イ
ト

レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
微

生
物
の
活
動
を
利
用
す
る
バ

イ
オ
オ
ー
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
お
よ
び
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

タ
イ
で
検
証
試
験

　
フ
ァ
イ
ト
レ
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛

な
ど
の
重
金
属
を
養
分
と
と

も
に
吸
収
す
る
植
物
に
つ
い

て
研
究
が
進
み
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
で
植
物

固
有
の
根
系
微
生
物
に
よ
る

自
然
分
解
能
力
を
利
用
す
る

領
域
に
達
し
た
。
す
で
に
ゼ

ネ
コ
ン
大
手
が
根
系
微
生
物

の
活
性
化
に
よ
り
、
油
分
汚

染
土
壌
を
浄
化
す
る
フ
ァ
イ

ト
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

事
業
化
済
み
。
３
年
間
に
わ

た
っ
て
東
北
、
関
東
、
中
部

の
国
内
３
地
域
と
、
早
期
の

デ
ー
タ
収
集
を
目
的
に
生
育

条
件
の
良
い
タ
イ
で
検
証
試

験
を
行
い
、
油
分
汚
染
土
壌

の
浄
化
に
有
効
な
植
物
を
選

定
し
た
。

　
い
ず
れ
も
微
生
物
を
利
用

す
る
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
バ
イ
オ
オ
ー
グ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い

は
、
前
者
が
汚
染
場
所
の
土

着
微
生
物
に
酸
素
や
栄
養
源

を
与
え
て
活
性
化
す
る
の
に

対
し
、
後
者
は
浄
化
対
象
物

質
を
分
解
す
る
微
生
物
を
外

部
か
ら
持
ち
込
ん
で
浄
化
さ

せ
る
。
さ
ら
に
微
生
物
は
好

気
性
と
嫌
気
性
に
分
け
ら

れ
、
浄
化
対
象
物
質
と
有
効

な
微
生
物
の
選
定
、
活
性
化

の
方
法
が
追
求
さ
れ
続
け
て

い
る
。

浄
化
期
間
を
短
縮

　
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
地
中
の
好
気
性

微
生
物
に
栄
養
塩
液
を
空
気

と
と
も
に
供
給
す
る
バ
イ
オ

ス
パ
ー
ジ
ン
グ
工
法
が
、
ベ

ン
ゼ
ン
や
シ
ア

ン
な
ど
に
よ
る

汚
染
土
壌
浄
化

で
実
績
を
上
げ

て
い
る
。
従
来

は
ボ
ー
リ
ン
グ

し
て
か
ら
注
入

井
戸
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
っ

た
が
、
ゼ
ネ
コ

ン
大
手
が
鋼
管

先
端
部
に
目
詰

ま
り
し
に
く
い

特
殊
ス
リ
ッ
ト

切
れ
込
み

を
入
れ
、
そ

の
ま
ま
打
ち
込
ん
で
井
戸
に

で
き
る
工
法
を
実
用
化
し

た
。
難
分
解
性
の
シ
ア
ン
化

合
物
を
分
解
さ
れ
や
す
い
形

態

遊
離
シ
ア
ン

に
化
学

変
換
す
る
浄
化
剤
も
開
発
さ

れ
、
浄
化
期
間
が
い
っ
そ
う

短
縮
さ
れ
た
。

　
一
方
、
バ
イ
オ
オ
ー
グ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
外
部
か

ら
持
ち
込
む
微
生
物
が
生
態

系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
経
済

産
業
省
と
環
境
省
が
実
施
方

法
に
つ
い
て
「
微
生
物
に
よ

る
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ

ョ
ン
利
用
指
針
」
の
適
合
確

認
を
行
っ
て
お
り
、
テ
ト
ラ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
、
塩
素
化
エ
チ
レ

ン
、
ベ
ン
ゼ
ン
、
油
汚
染
土

壌
の
浄
化
で
ゼ
ネ
コ
ン
大
手

・
中
堅
な
ど
が
認
定
を
受
け

て
い
る
。


